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「全くそう思わない（ 1 点）」，「あまり思わない（ 2 点）」，
「どちらとも言えない（ 3 点）」，「ときどき思う（ 4 点）」，





思わない（ 1 点）」,「そう思わない（ 2 点）」,「そう
























































































した. 三種類のいじめ行為: ①暴力（殴る, 蹴る, 叩く），
















の有無を分類した. 1. ～3. のみを選択した者をいじめ
「加害者」，4., 5.のみを選択した者をいじめ「被害者」，
7. のみ，あるいは7. と6.を選択した者をいじめの「傍
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表 2. いじめ経験の各項目の選択者数 
 
年齢 仮想的有能感 母子関係 自尊感情
平均 20.04 26.96 39.78 25.14
標準偏差 4.53 7.32 6.44 4.93
1 2 3 4 5 6 7 8
暴力 75 9 30 71 14 91 68 108





41 33 23 51 20 84 80 78
表2．いじめ経験の各項目の選択者数








した. 三種類のいじめ行為: ①暴力（殴る, 蹴る, 叩く），
















の有無を分類した. 1. ～3. のみを選択した者をいじめ
「加害者」，4., 5. みを選択した者をいじめ「被害者」，
7. のみ，あるいは7. と6.を選択した者をいじめの「傍
















































年齢 仮想的有能感 母子関係 自尊感情
平均 20.04 26.96 39.78 25.14
標準偏差 4.53 7.32 6.44 4.93
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加害 被害 加害 被害 加害 被害
小学校 26 8 36 5 24 19
中学校 9 2 31 8 15 13
高校 2 1 12 5 1 4




















加害 42 82 45
被害 19 25 38
傍観 39 40 61
無経験 169 92 146










































































加害 被害 加害 被害 加害 被害
小学校 26 8 36 5 24 19
中学校 9 2 31 8 15 13
高 2 1 12 5 1 4




















加害 42 82 45
被害 19 25 38
傍観 39 40 61
無経験 169 92 146



































































 悪口・陰口 ついて（表 7），母親の養護性が低い場





った. 仮想的有能感 低 場合は, 悪口・陰口無経験で
加害 被害 加害 被害 加害 被害
小学校 26 8 36 5 24 19
中学校 9 2 31 8 15 13
高校 2 1 12 5 1 4

















加害 42 82 45
被害 19 25 38
傍観 39 40 61
無経験 169 92 146
その他 73 103 52
(人)
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表 6. 暴力いじめについての回帰分析結果 
標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差
切
片
0.297 0.720 0.514 0.753 -1.687 0.705 -0.825 0.819
母親の養護性 -0.030 0.018 -0.042 * 0.019 0.041 * 0.018 -0.015 0.021
切
片
-0.385 0.912 -0.428 0.967 -0.679 0.881 -1.357 1.048
母親の養護性 -0.026 0.018 -0.037 † 0.019 0.036 * 0.018 -0.012 0.021
仮想的有能感 0.020 0.016 0.027 0.018 -0.03 * 0.016 0.015 0.018
切
片
-0.498 0.994 0.551 1.073 -0.454 0.961 -1.758 1.143
母親の養護性 -0.028 0.019 -0.026 0.020 0.038 * 0.018 -0.017 0.022
仮想的有能感 0.020 0.016 0.031 0.018 -0.029 † 0.016 0.014 0.018
自尊感情 0.007 0.025 -0.061 * 0.027 -0.013 0.023 0.025 0.028
暴力いじめ経験
*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05, † p < 0.1
いじめ加害経験あり いじめ被害経験あり 無経験
基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験あり」 基準カテゴリは「傍観していない」
傍観
表 7. 悪口・陰口いじめについての回帰分析結果 
標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差
切
片
1.072 0.685 -1.052 0.764 -1.567 0.760 -0.893 0.791
母親の養護性 -0.031 † 0.017 0.006 0.019 0.016 0.019 -0.009 0.020
切
片
0.498 0.854 -2.139 0.975 -0.476 0.952 -1.221 1.007
母親の養護性 -0.028 0.017 0.013 0.019 0.010 0.019 -0.007 0.020
仮想的有能感 0.017 0.015 0.031 † 0.017 -0.032 † 0.017 0.009 0.018
切
片
0.902 0.942 -1.583 1.060 -0.989 1.043 -1.186 1.097
母親の養護性 -0.024 0.018 0.019 0.020 0.004 0.020 -0.007 0.021
仮想的有能感 0.018 0.015 0.032 † 0.017 -0.033 † 0.017 0.009 0.018
自尊感情 -0.024 0.023 -0.034 0.026 0.031 0.025 -0.002 0.027
悪口・陰口いじめ経験
いじめ加害経験あり いじめ被害経験あり 無経験 傍観
*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05, † p < 0.1
基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験あり」 基準カテゴリは「傍観していない」
表7. 悪口・陰口いじめについての回帰分析結果
































































表 6. 暴力いじめについての回帰分析結果 
標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差
切
片
0.297 0.720 0.514 0.753 -1.687 0.705 -0.825 0.819
母親の養護性 -0.030 0.018 -0.042 * 0.019 0.041 * 0.018 -0.015 0.021
切
片
-0.385 0.912 -0.428 0.967 -0.679 0.881 -1.357 1.048
母親の養護性 -0.026 0.018 -0.037 † 0.019 0.036 * 0.018 -0.012 0.021
仮想的有能感 0.020 0.016 0.027 0.018 -0.03 * 0.016 0.015 0.018
切
片
-0.498 0.994 0.551 1.073 -0.454 0.961 -1.758 1.143
母親の養護性 -0.028 0.019 -0.026 0.020 0.038 * 0.018 -0.017 0.022
仮想的有能感 0.020 0.016 0.031 0.018 -0.029 † 0.016 0.014 0.018
自尊感情 0.007 0.025 -0.061 * 0.027 -0.013 0.023 0.025 0.028
暴力いじめ経験
*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05, † p < 0.1
いじめ加害経験あり いじめ被害経験あり 無経験
基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験あり」 基準カテゴリは「傍観していない」
傍観
表 7. ての回帰分析結果 
標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差
切
片
1.072 0.685 -1.052 0.764 -1.567 0.760 -0.893 0.791
母親の養護性 -0.031 † 0.017 0.006 0.019 0.016 0.019 -0.009 0.020
切
片
0.498 0.854 -2.139 0.975 -0.476 0.952 -1.221 1.007
母親の養護性 -0.028 0.017 0.013 0.019 0.010 0.019 -0.007 0.020
仮想的有能感 0.017 0.015 0.031 † 0.017 -0.032 † 0.017 0.009 0.018
切
片
0.902 0.942 -1.583 1.060 -0.989 1.043 -1.186 1.097
母親の養護性 -0.024 0.018 0.019 0.020 0.004 0.020 -0.007 0.021
仮想的有能感 0.018 0.015 0.032 † 0.017 -0.033 † 0.017 0.009 0.018
自尊感情 -0.024 0.023 -0.034 0.026 0.031 0.025 -0.002 0.027
悪口・陰口いじめ経験
いじめ加害経験あり いじめ被害経験あり 無経験 傍観
*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05, † p < 0.1
基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験あり」 基準カテゴリは「傍観していない」
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させること（Rajendran et al. 2016: 188-195）や, 養護性
の高い両親の子どもはいじめに関与しにくいこと
（Wang et al. 2009: 368-375）が先行研究によって明ら
かにされている. また, 虐待やネグレクトを経験した
子どもはいじめの被害者にも加害者にもなりやすいこ








標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 標準誤差
切
片
-1.220 0.874 -0.247 0.769 -0.504 0.679 -0.249 0.761
母親の養護性 -0.009 0.022 -0.023 0.019 0.008 0.017 -0.023 0.019
切
片
-1.499 1.110 -1.978 1.006 0.510 0.862 -0.137 0.970
母親の養護性 -0.007 0.022 -0.014 0.020 0.002 0.017 -0.024 0.019
仮想的有能感 0.008 0.019 0.050 ** 0.018 -0.029 † 0.015 -0.003 0.017
切
片
-1.317 1.209 -1.180 1.096 -0.177 0.943 0.133 1.063
母親の養護性 -0.005 0.023 -0.004 0.021 -0.006 0.018 -0.021 0.020
仮想的有能感 0.008 0.020 0.053 ** 0.018 -0.030 * 0.015 -0.003 0.017
自尊感情 -0.011 0.030 -0.051 † 0.027 0.042 † 0.023 -0.016 0.026
無視・仲間外れいじめ経験
いじめ加害経験あり いじめ被害経験あり 無経験 傍観
*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05, † p < 0.1
基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験ない」 基準カテゴリは「経験あり」 基準カテゴリは「傍観していない」
加害経験あり 被害経験あり 無経験 傍観経験あり
モデル (基準：加害経験なし） (基準：被害経験なし） (基準：無経験でない） (基準：傍観経験なし)









1 母親の養護性が低い N.S. N.S. N.S.
2 N.S. 仮想的有能感が高い 仮想的有能感が低い N.S.
3 N.S. 仮想的有能感が高い 仮想的有能感が低い N.S.
1 N.S. N.S. N.S. N.S.















































無経験に関与 9   


































Rajendran et al. 2016: 188-195 , 
ang et al. 2009: 368-375
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切
片
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母親の養護性 -0.007 0.022 -0.014 0.020 0.002 0.017 -0.024 0.019
仮想的有能感 0.008 0.019 0.050 ** 0.018 -0.029 † 0.015 -0.003 0.017
切
片
-1.317 1.209 -1.180 1.096 -0.177 0.943 0.133 1.063
母親の養護性 -0.005 0.023 -0.004 0.021 -0.006 0.018 -0.021 0.020
仮想的有能感 0.008 0.020 0.053 ** 0.018 -0.030 * 0.015 -0.003 0.017
自尊感情 -0.011 0.030 -0.051 † 0.027 0.042 † 0.023 -0.016 0.026
無視・仲間外れいじめ経験
いじめ加害経験あり いじめ被害経験あり 無経験 傍観
*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05, † p < 0.1
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加害経験あり 被害経験あり 無経験 傍観経験あり
モデル (基準：加害経験なし） (基準：被害経験なし） (基準：無経験でない） (基準：傍観経験なし)









1 母親の養護性が低い N.S. N.S. N.S.
2 N.S. 仮想的有能感が高い 仮想的有能感が低い N.S.
3 N.S. 仮想的有能感が高い 仮想的有能感が低い N.S.
1 N.S. N.S. N.S. N.S.
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